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本日の報告内容	

	  
１．群馬県桐生市の事例に注目する理由	  
２．地域経済循環創造事業について	  
３．「地域力による脱温暖化と未来の街ー桐生	  
　の構築」について	  
４．地域経済循環の創造に向けた桐生市の取	  
　組みについて	  
５．まとめ	



１．桐生市の事例に注目する理由	

Ø 再エネの普及促進に向けた取組みが、単に再エネ事業
の活性化に止まることなく、地域経済全体の活性化・地
域再生へとつながっていくためには、「既存の地域産業
と再エネ事業とが相互補完的に発展する」必要。	  

	  

Ø 再エネ事業に地元主体で取組むことができるための枠
組み作りに加えて、再エネを使って地域でどのような経
済活動を行なうのかの検討も重要になるのではないか。	

	  

Ø 桐生市の取組みは、この「地域でどのような」を考えるう
えでモデルの1つになるのではと考えた。	



２．地域経済循環創造事業について	

Ø 「地域の元気創造プラン」の柱の１つ	  
　　←「国土の均衡ある発展」から「自立的で持	  
　　　続可能な地域の構築」へ	  
	  
Ø 「自治体と地域金融機関とが連携し、地域の

資源と資金を活用した新しい事業起こしの先
行モデル」を支援	  

　　←地方圏における資金余剰（預貸率の低	  
　　　下）	



総務省資料	  



総務省資料	



総務省資料	



２．地域経済循環創造事業について	

Ø 多くの人々が利益を得る外部効果の対価を、そ
の企業の特定の財やサービスの購入者に負担
させることは難しい。その結果、多くの私的な投
資には社会的な外部効果があるのに、私的収
益性が不足することから起業に至らない。自然
に起業に至らないのであれば、公的部門が新た
な責務を負う必要。	  

	  

Ø 社会的には望ましいものの、投下資本に対して
十分なリターンが保証されないような事業に対し、
公的部門が初期投資を投下しつつ事業自体は
市場原理に沿って運営される社会的な仕組み。	  



総務省資料	



総務省資料	





３．「地域力による脱温暖化と未来の
街ー桐生の構築」について	

Ø JSTプログラム「地域に根ざした脱温暖化・環
境共生社会」に採択（2009-‐13年度）	

	  
〔実施目標〕	  
桐生市を舞台に地域の伝統や資源を活用しな
がら，徒歩や自転車を含む公共交通システム
が発達した，暮らしやすい低炭素都市を実現す
ることを目標とし，そのための課題抽出および
制度設計を行い，それらを踏まえた地域実証試
験等を行う．	



３．「地域力による脱温暖化と未来の
街ー桐生の構築」について	

〔実施項目・内容〕	
（1） 低炭素型市街地を実現する交通インフラの持続性のある運用方
法の確立のための課題抽出と制度設計を行い、社会実験を通してそ
の実効性を検証する。	
（2） 中心市街地情報インフラ整備による商店街活性化と、マイカー利
用の削減のための課題抽出と制度設計を行い、社会実験を通してそ
の有効性を検証する。	
（3） 地域観光資源を活用したグリーン観光の構築のための課題抽出
と制度設計を行い、社会実験を通して桐生市に適したグリーン観光を
定着させる。	
（4） CO2削減に直接効果のある地域資源の利用拡大のための課題
抽出と制度設計を行い、地域資源の利用拡大を進めるシステムを構
築する。	
（5） 市民ならびに観光客のCO2排出削減活動への参加を促進するよ
うなエコポイントシステム導入のための課題抽出を行い、具体的な制
度設計をもとにエコポイント導入実験を実施する。	



群馬大学資料	



３．「地域力による脱温暖化と未来の
街ー桐生の構築」について	

Ø グリーン交通システムの実現に向けた取り組
みの一環として、低速電動コミュニティバスの
開発や性能試験および市内走行実験を実施	  

	  
	



桐生市資料	



４．地域経済循環の創造に向けた　　
桐生市の取組みについて	
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桐生市の取組みについて	

桐生市資料	
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４．地域経済循環の創造に向けた　　
桐生市の取組みについて	
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まとめ	

	  

Ø 再エネの普及促進、プラス、比較優位産業を基
盤とした新規事業創出	  

	  

Ø 点在する観光施設を結ぶ無料の足として観光誘
客を促進？	  

　　⇒「既存の地域産業と再エネ事業との相互補	  
　　　完的発展」への期待を持てるのではないか	  
	  

Ø Eコミバスの実装プロセスも含め、さまざまな社会
実験への住民参加や地元紙の豊富な報道	  

　　　⇒ソーシャル・キャピタルの強化？	  
	  



「地域力による脱温暖化と未来の街ー桐生の構築」平成24年度報告書	


